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HP領域でスキッドを殺さずキャッチを出すバランスは非常に難しいのですが、このSAVAGE LIFEはものの見事にしっかり曲がって
いるのに直進力と扱いやすさを感じ、多少オイルが少なくても、逆に多少オイルが多くても使用できる領域を他のボールより広く感じ
させるのが、一言で”万能”と表現できる、強めのパールカバーの決定版といえるのではないでしょうか。
毎月数多くのボールが発売される中でボールを選ぶことは、性能の分りやすい無難なシリーズに行きがちですが、同じシリーズで
まとめることは消極的に同じ領域を買い揃えることにもなるし、他社カバーを持つことでアジャストのラインや攻め方の選択肢も増える
ことを念頭にチョイスしなければなりません。その意味では他社の万能と言えるモデルを持つことは積極的と言えるかもしれません。
今回はABSインターナショナルのSAVAGE PEARLと比較をしましたが、同じコア・カバーストックで配色の違いと混合比でこれだけ
イメージが違って出ているのも特徴で、様々なタイプでPEARLかLIFEかをリアクションの好みでパフォーマンスを選べるところも
選択肢の幅を広げられています。同じパール素材ながらやや早めのブレーキングでやや角の出るリアクションを好むSAVAGE PEARL
か、柔らかくキレ込むイメージで曲がり続けるSAVAGE LIFEか、私にはどちらもお気に入りのボールなので、コンディションの状況に
より選択を変えるでしょう。Pearl主体のカバーストックはスキッド特性が高く、カバーストックの強さでブレーキのかかり具合の長さを
変化させることができます。このSAVAGE LIFEも強めのカバーのPearl素材なので走りが優位に感じるものの、走りとブレーキの
かかり具合、曲がりのイメージが非常にレベルが高く、使用していてストレスがなくラインに集中することができるでしょう。

性能に不安視がなく、Hype r  Shock  Techno l ogyが活きる性能。
攻めのボウリングの中に使える領域の広さと万能と言える安定感は見逃せません。
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